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研究成果の概要（和文）：2歳から5歳の315名の幼児を対象に描画課題を行い、幼児期の手先の器用さのアセス
メントであるPWT描線テストを開発した。その成果は、2018年に「気になる子どもの手先の器用さのアセスメン
ト」としてミネルヴァ書房から刊行した。PWT描線テストとは、1種の円塗り課題、１種の線つなぎ課題、4種の
線引き課題を幼児に描かせることによって、それぞれの発達段階を評価するとともに、6種の課題の総合評価と
して、PW発達年齢を算出するものである。また、PWT描線テストによって、対象児の手先の器用さに問題があっ
た場合、手先の器用さの向上をはかるための描画ワークを作成した。

研究成果の概要（英文）：I performed drawing tasks for 315 infants aged 2 to 5 years old and 
developed a PWT  test which is an assessment of dexterity of hand in early childhood. The result was
 published as "Assessment of the dexterity of the hands of the children " in 2018. In the PWT test, 
we evaluated each developmental stage by drawing one circle painting task, one line joining task, 
and four drawing tasks , and we calculated PW development age as a comprehensive assessment of six 
tasks,. Moreover, we created a drawing work to improve the dexterity of the hand for the child who 
has low results of the PWT test.

研究分野：発達臨床心理学
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様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９、ＣＫ－１９（共通） 

１．研究開始当初の背景 
発達障害児が不器用さを持っていること
は，以前より教育や保育の現場で指摘されて
きたところである。不器用さを表す DSM-Ⅳ
-TR の診断基準として発達性協調運動障害
（DCD）があるが，これは，注意欠如多動性
障害（ADHD）の約 30～50%，学習障害（LD）
の約 50%に併存することが報告されている。
また，DSM-IV-TR では発達性協調運動障害
（DCD）の診断には広汎性発達障害（PDD）を
除外することになっていたため正確な割合
は示されていないが，実際の臨床現場では自
閉症スペクトラム障害（ASD）にも不器用さ
が多く認められることが知られている。不器
用さは、粗大運動に関する身体的不器用さと
微細運動に関する手先の不器用さに大別で
きるが，特に、手先の不器用さは、教育や保
育の場面で問題となっている。 
 このように発達障害児が手先の不器用さ
をもつことは，発達障害児の大きな特徴とな
っている。一般に，手先の不器用さは，様々
な経験を経ることにより改善されていくと
いう楽観的な考えがあるように思われるが，
実際には，子どもの手先の不器用さは，特別
な配慮のないままに日常生活を送るだけで
は改善が難しく，成人に至っても不器用さが
継続していることが多く認められる。手先の
不器用さは，ただ単に手先が協調的に動かな
いだけではなく，社会適応の悪さにも繋がり，
引いては自己効力感の低下にも影響を及ぼ
すことが指摘されているが，幼少期から適切
な指導を受ければ，不器用さやそれに伴う二
次障害を減らせると言われている。そのため，
発達障害児の手先の不器用さについて正確
なアセスメントと発達支援が求められるが，
我が国では，これまで手先の不器用さを調べ
るアセスメントツールはほとんどなく，適切
な支援も行われてこなかった。 
 最近では，世界的に広く使用されている
Developmental Coordination Disorder 
Questionnaire 2007 (DCDQ-R)の日本語版が
開発され(Nakai et al., 2011)，また，
Movement Assessment Battery for Children
第 2 版 (Movement-ABC2) は，現在日本語版
の標準化が進められているところである。し
かし，これらこの検査が日本の発達障害児の
検査として評価され，それに基づいた適切な
支援と連動するにはまだ多くの時間が必要
である。また，Movement-ABC2 では，検査者
は，かなりの熟練さが必要であり，可能な限
りトレーニング・ワークショップに参加する
ことが求められている。そのため，膨大な人
数が予想される発達障害児をアセスメント
して発達支援に繋げるためには，教育，保育，
療育などの場に適したものが求められてい
る。 
 研究代表者は，定型発達児214名に対して，
円を塗りつぶす課題（以下，塗り絵課題）を
行う際の微細運動を系統的かつ定量的に調
べ，微細運動と描画行動の発達を明らかにす

るとともに，微細運動と塗り絵課題の定量的
評価方法を確立した（尾崎，2008a）。また，
その評価基準に基づいて，発達障害児 1名の
縦断的研究においても微細運動並びに描画
行動を評定することができた（尾崎，2008b）。
さらに，様々な図柄の塗り絵の発達について
も明らかにした（尾崎他，2010），定型発達
児を対象にした塗り絵のワークブックも作
成した（尾崎・竹井，2007；尾崎・竹井，2011）。
これら一連の研究において，塗り絵は手先の
不器用さを調べるアセスメントとして有効
であり，さらに，塗り絵が子どもにとって大
変好きな描画活動であるため，発達障害児が
教育やトレーニングの名のもとに強制され
て行うのではなく，自ら喜んで取り組むこと
が出来る描画課題であることが分かった。 
 
２．研究の目的 
(1) 発達障害児のアセスメントの開発 
発達障害児に対して横断的研究を実施し，
すでに所有している定型発達児の結果と照
合することによって，描画課題を発達障害児
の手先の不器用さを調べるための視覚-運動
機能アセスメントとして確立する。 
 
(2) 発達障害児への発達支援教材の開発と
検証 
発達障害児の巧緻性を向上させる発達支
援に有効な塗り絵などの描画課題をまとめ
た発達支援教材を開発し，教育，保育，療育
の場で活用できるようにする。 
 
３．研究の方法 
(1) 発達障害児のアセスメントの開発 
① 被験児  
被験児は、生後 24 ヵ月から 71 ヵ月の定型
発達幼児計 315 名（男 149 名、女 166 名）で
ある。また、事例研究として、生後 36 ヵ月
から 57 ヵ月の発達障害児 5名に実施した。 
② 描画課題 
 円塗課題 1種、点つなぎ課題 1種、線引き
課題 4種の合計 6種の描画課題を行った。 
これら 6種の課題について、はみだし状態
などから評価し、発達段階の分類を行った。 
③ 随意運動発達検査 
 描画課題を行った後に随意運動発達検査
A：手指の随意運動（以下、手指の随意運動）
（田中，1989）の項目を実施した。 
 
(2) 発達障害児への発達支援教材の開発と
検証 
① 被験児  
被験児は、発達障害児 3名である。 
② アセスメント 
 上記の(1)で開発したアセスメントを、発
達支援教材実施の最初と最後に行った。 
③ 発達支援教材 
 研究代表者が発達支援教材として試作し
た塗り絵課題、点つなぎ課題、線引き課題で
ある。 



④ 期間 
 概ね週 1回、1回 20分、3ヵ月間実施した。 
 
４．研究成果 
(1) 手先の器用さのアセスメントの開発 
 尾崎他（2018）は、定型発達児を対象に調
べて、手先の器用さのアセスメントを開発し
た。そして、そのアセスメントを発達障害児
に適用して事例研究を行った。その研究成果
を以下に示す。 
 
①発達段階の分類 
円塗り課題は表 1の 7段階に分類した。月
齢段階における円塗り段階の割合（図 1）を
みると、月齢が高くなるにつれて段階が上が
っていき、66－71 ヵ月では 80%近くの子ども
がきれいに円を塗れるようになっていた。 
 
表１ 円塗り段階の発達段階  

1 段階 
紙全体や課題の上を大きくなぐり描
き 

2 段階 円の中に点や丸などの印をつける 

3 段階 円の上を大きい多重の円や線で描く 

4 段階 円の中に小さい多重の円などを描く 

5-1 段階 
円塗り―塗り残し・塗りすぎが大変
多い 

5-2 段階 円塗り―大体塗れている 

5-3 段階 円塗りーきれいに塗れている 

 
図１ 各月齢段階における円塗り段階の割合 
 
 同様に、横二点課題は 4段階に、横線課題
は 5段階に、四角課題、矩形課題、半円課題
は 6段階に分類したが、何れの課題において
も月齢が高くなるにつれ、段階が上がってい
くことが示された。 
 
②発達段階と手指の随意運動との関係 
 表１の円塗り段階と随意運動発達検査の
関係を検討するために、円塗り段階における
手指の随意運動項目の通過率を調べた（図 2）。
大半の随意運動項目で円塗り段階が高いほ
ど通過率が高かった。 

同様に、横二点課題、横線課題、四角課題、
矩形課題、半円課題についても発達段階 
と手指の随意運動項目との関係を調べたが、
何れの課題においても発達段階が高いほど
随意運動項目の通過率が高いことが示され
た。 
これらのことから描画課題の発達段階は
手指運動の巧緻性をある程度反映している
と言える。 

図 2 円塗り段階と随意運動項目の通過率 
 
③PWT 発達月齢の算出 
 これまで評定した発達段階を得点化し、そ
の評定値を用いてテストスコアを算出する。
その式は以下のとおりである。 
 

テストスコア 5.36 円塗り課題評定値 

0.68 横線課題評定値 1.90 矩形課

題評定値 
 
さらに、このテストスコアから PW
（Pre-Writing）発達月齢を求め、図 3 を用
いて、この PW 発達月齢が生活月齢との関係
で、標準内領域であるかどうかを調べる。標
準内領域であれば、手先の器用さは標準内で
あるが、標準以下領域に該当すれば、手先の
器用さは標準より低く問題があることを示
す。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

図 3 PW 発達月齢と生活月齢の関係 
※図中の●は A児の事例 
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④発達性協調運動障害の A児の事例 
 これまでのアセスメントの方法を用いて、
3 歳 9 ヵ月の A 児の事例で見ていく。描画課
題を行ったところ、図 4の結果であった。円
塗り課題は 3段階、横二点課題は 3段階、線
引き課題はいずれも 3段階であり、PW 発達月
齢は 32 ヵ月（2歳 8か月）であった。図 3で
生活月齢 45 ヵ月との関係をみると、A児は標
準以下領域であり、手先の不器用さに問題が
あることが分かる。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
図 4 A 児の描画課題の描画結果 

 
 
(2) 発達障害児への発達支援教材の開発と
検証 
 発達支援教材として、塗り絵課題 44 種、
点つなぎ課題 6 種、線引き課題 50 種を作成
した。それぞれ発達段階が低い課題から難し
い課題に並んでいる。そして、(1)で示した
アセスメント（尾崎他、2018）を行い、標準
以下領域と判定された場合には、それに合わ
せた発達段階の課題から始めるようになっ
ている。 
 これらの発達支援教材を B 児、C 児、D 児
の 3名の発達障害児に 3ヵ月間実施し、その
前後に行ったアセスメントを比較したとこ
ろ、表 2 となった。3 名ともに、事前事後と
もに発達領域は、標準以下領域ではあったが、
PW 発達月齢をみると変化していることが分
かる。B 児は描画にあまり興味を示さなかっ
たため、PW 発達年齢の変化は比較的小さかっ
たが、C児と D児は、大変描画課題を好み、 
 
表 2 事前事後の PW 発達年齢の変化 
  事前 事後 
B 児 生活年齢 3：5 3：8 
PW 発達年齢 2：1 2：6 

C 児 生活年齢 3：8 3：11 
PW 発達年齢 2：3 2：10 

D 児 生活年齢 5：5 5：8 
PW 発達年齢 2：10 3：7 

積極的に取り組んだ。その結果、C 児は、3
ヵ月間で、PW発達年齢は7ヵ月伸びた。また、
D児は、3ヵ月間で PW 発達月齢は 9ヵ月伸び
た。 
これらの事例による検証からは、開発した
発達支援教材は、手先の不器用さを持つ子ど
もに対して器用さを促す効果があると言え
る。 
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